
Cisco Catalyst 8000Vハードウェアと VMの
要件の確認

CiscoCatalyst 8000Vの問題をトラブルシューティングしやすくするために、サポートされてい
るハードウェアにルータがインストールされ、次のVMの要件が満たされていることを確認し
ます。

•サーバハードウェアがハイパーバイザベンダーでサポートされていることを確認します。

VMwareを使用している場合、サーバーが VMwareハードウェア互換性リストに含まれて
いることを確認します。詳細については、VMwareのマニュアルを参照してください。

•使用されている I/Oデバイス（FC、iSCSI、SASなど）が VMベンダーによってサポート
されていることを確認します。

•十分なRAMがVMとハイパーバイザホスト用のサーバに割り当てられていることを確認
します。

VMwareを使用している場合、サーバーに VMと VMware ESXiの両方をサポートするの
に十分な RAMがあることを確認します。

• CiscoCatalyst 8000Vでハイパーバイザのバージョンがサポートされていることを確認しま
す。

•メモリの量、CPUの数、およびディスクサイズについて適切に VMが設定されているこ
とを確認します。

•サポートされているネットワークドライバを使用して vNICが設定されていることを確認
します。

• Cisco IOS XE 17.6.1以降、ホストと VMが RDRANDまたは RDSEED、あるいはその両方
の命令をサポートしている場合は、FIPSモードを有効にできます。それ以外の場合は、エ
ラーメッセージが表示されます。
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一部のハイパーバイザには、VMでのRDSEEDまたはRDRAND、
あるいはその両方の使用をブロックする設定オプションまたはラ

ンタイムオプションがあります。これらのオプションは有効にし

ないでください。つまり、FIPSモードを有効にする場合は、
RDSEEDまたは RDRAND、あるいはその両方がハイパーバイザ
によってブロックされないようにする必要があります。

（注）
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


